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◆論文審査の結果 

本研究は、現在わが国では、まだ充分に整備されていない情報リテラシーに関するスタン

ダードを．既に整備されている米国の状況を踏まえ、米国大学研究図書館協会（ACRL）が作

成している高等教育向けの情報リテラシー基準から、わが国の看護情報学研究者 10 名を対象

とした 3 回のデルファイ調査と、臨床の教育次長・師長等 9 名を対象としたフォーカスグル

ープインタビューという段階的かつ実用的な検証を行い、わが国の実情に即した情報リテラ

シー項目を同定した。 

そして更に、その情報リテラシー項目を基に独自に作成した「スタッフナースに求められ

る情報リテラシー研修プログラム」を実施し、ＰＤＣＡサイクルを用いて、発展可能な検証

を行ったものである。看護情報学分野は、看護学の各分野の中でも新しく分野化されたもの

の 1 つであり、そして今後重要性が高まることが予測されている分野でもある。 

この看護情報学分野の中で、確かな学的・臨床的検証を行った成果を、実際のスタッフナ

ース向けの「情報リテラシー研修プログラム」に結実させ、そのプログラムが更なる発展を

可能にする検証を行った本研究は、その独自性・臨床応用性の高さは傑出しており、博士の

学位論文として合格と判断する。 

◆修了試験の結果 

主査・副査審査から学位論文発表会に至る間の質疑において、質問の趣旨を正確に捉え、

簡潔に回答する能力に優れていた。また、パワーポイントを用いたプレゼンテーションも、

長い論文の全体を指定された時間内に上手くまとめ、その構成も優れていた。 

以上より、修了試験も合格と判断する。 

 

 


